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◆今冬、白鳥がなんと10,000羽飛来！

◆ヒシクイや希少ガンもやってきました

昨夏はハスの減少とヒシ、オニバスの大発生に驚きましたが、今冬は白
鳥やガン類の冬鳥の飛来数の多さにビックリしました。主な原因は、大雪
による1月からの県内積雪量の多さから県内の水田で採食ができず、積雪
の少ない佐潟周辺に集中したことであり、さらに雪解けが進まなかった状
況がその傾向を強めたものと考えられます。

しかし、白鳥はグラフの通り11月中旬から12月中旬の1ヶ月間は、積
雪はほとんどありませんでしたが、例年より2,000羽ほど多く、単純に
は解析できませんが、安全な生息地として冬鳥に認められていることは、
確かだと思います。

2011年2月4日（金）早朝の佐潟（下潟）、白鳥がまるで天の川のような帯状に浮かぶ。上潟と合わせて10,199羽をカウントしました。

普段、福島潟に生息するヒシクイも大挙
して佐潟に飛来しました。

コハクチョウのカウン
ト数は、これまでの佐
潟の記録を塗りかえま
した。

約30羽のハクガンが飛来

佐潟を飛び立つ直前のシジュウカラガン

シジュウカラガンが付近の水田で採食

湿地センター前でオオタカがコガモを捕食

付近の田んぼでハクガンとシジュウカラガ
ン、そしてヒシクイ
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◆私の佐潟文化祭

佐潟水鳥･湿地センター利用のご案内
【開館時間】9：00～16：３0（冬期間11月から2月の土・日は7：00から）
【休館日】月曜日（祝日の場合は翌日）、年末年始
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佐潟についての情報、質問等ありましたら、お気軽にご連絡ください。

◆春の潟普請（第10回佐潟クリーンアップ活動）

3～10月の毎月第2・4土曜日
9：30～11：00 参加無料
お申し込みは不要です。直接、佐潟
水鳥・湿地センターにお越しくださ
い。風雨の場合など、館内観察とな
る場合があります。

お知らせ

【佐潟自然散歩】

春の佐潟で
野の花、小鳥と友だちに

2011年1月23日～3月13日

2011年3月18日-19日

◆佐潟ビギナーズ写真撮影会～佐潟を撮ろう～

地元の団体「佐潟と歩む赤塚の会」が主催し、自治
会等が協力して佐潟周辺のごみの撤去作業が行なわれ
ました。春先は植物が枯れ、見通しが利くので、不法
投棄されたごみが目立つ時期です。昨年もこの時期に
実施し大きな成果を得ましたが、「地元の佐潟、佐潟
の地元」の活動として、残っていた課題である今回の
地点を、重機を導入し作業を行ないました。

およそ30年分の小山になっていたごみ（2tダンプ
19台分）を搬出して、きれいになりました。これか
らの春、小鳥たちが歌う林にふさわしい環境になりま
した。

■日時 平成23年3月18日（金）主に重機・搬送、3月19日（土）人手（18名参加）・重機・搬送
■場所 佐潟・上潟の不法投棄箇所

佐潟の四季の風景、野鳥などのいきもの、イベントや漁業
活動などの人の姿といった、佐潟にかかわるスナップや絵、書等、
誰でも気楽に参加してもらえるように、さまざまな表現の作品を募集し、 37人
から67点の作品応募をいただき、館内で展示しました。

展示終了後は、アルバムに作品を収録し、来館者に楽しんでいただいています。

冬の佐潟の自然や生きもの（白鳥等）を被写体に、初心者向けの写真撮影会
を開催しました。

当日は、講師からカメラの扱い方や写真の撮り方など基本的な講習を受け、
その後、公園に出て撮影開始となりました。天候は濃い霧がかかり、写真撮影
には決して良い条件ではありませんでしたが、普段見られない幻想的な佐潟を
カメラに収めることができたようです。やがて霧が晴れてくると白鳥も飛び立
ち始め、参加者は盛んにシャッターを押していました。

概ね９時には湿地センターに戻り、一人１枚のベストショットの写真を選ん
でいただき、ホールにて講師からの解説を交えた発表会を行いました。参加者
からは「とても勉強になった」「もっといい作品を撮っていきたい」などの声
が聞こえました。

初の試み、今後は花や虫、人の活動がある時期にも行うことも考えていきた
いと思います。

■参加者 佐潟と歩む赤塚の会、佐潟村、赤塚自治
会、畠山種苗園、新潟市（西清掃事務所、西区役所、
佐潟水鳥・湿地センター）

2011年2月6日 午前７時３０分～１０時

■会場：佐潟公園，佐潟水鳥・湿地センター ■講師：小山 聖志 氏 ■参加者：１９名

ごみの小山となっ
ていた現場

ビニールマルチがほとんど 人の手で仕上げ作業

霧の中、カメラをかまえる

館内で事前レクチャー


